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1．はじめに
　1945年（昭和20年），太平洋戦争が日本の敗戦という形で終戦を迎えた。
それから54年，民主国家として立ち直った我が国は，世界平和に貢献する
国家として21世紀に足を進めてきた。
　明治大学は戦後逸早く旧制の大学制度から新制大学への移行を果し，今日
の充実と隆盛をみた。昭和24年の新制大学の発足から本年で丁度50年，そ
の間の変遷には目まぐるしいものがあった。その一つに正課体育を挙げるこ
とができるであろう。
　昭和24年新制大学発足時，正課体育の専任教員として就任した筆者は，
発足時の専任者としては最後の退職者として平成6年（1994年）停年とな
り，更に4年兼任講師として勤務し退職した。その間，私と同年に就任し
た久々宮（原田）氏や，次年度就任した増田氏等も退職され，発足時の混乱
やその後の変遷を知る人が少なくなってきた。
　ここ数年来，大学教育の在り方について，多くの意見が出ているが，明大
正課体育の今後の指針をまとめるに当り，新制大学発足以来の変遷について
明らかにしておくことは大切であろうと考え，この研究に着手することとし
た。
　この研究の第一の作業は資料収集であった。明大の新制大学正課体育の歩
みについてまとめるために，一つは終戦後の教育改革についての資料，次い
で明治大学の新制大学発足前後の記録を整理する必要があった。前者につい
2　　明治大学教養論集　通巻333号（2000・3）
ては，教育史や教育制度史の文献から或る程度まとめることが出来たが，後
者は残念乍ら不充分であった。図書館や各事務機構の記録文書の綴り，各学
部の記念誌・講義要項・履修要項等，研究所紀要，校報，人名録，組合史，
殆んどすべての資料に当ったが，不充分であった。特に昭和20年終戦前後
については，極めて記録が少なく，当時行われた教職追放のための資格審査
関係書類を焼却したらしく，物足らないものであった。しかし不充分な記録
であっても一応まとめておけば，将来これを補う資料が現われる可能性もあ
ると考え，整理をしてみた。
III．旧制大学時代の体育
　昭和16年12月8日，太平洋戦争が勃発した。それ以前日本は大陸に進攻
し，極東地域を征圧する戦略をすすめていた。当然学校教育は国粋主義・軍
国主義の立場をとるようになっていた。小・中学校から軍事訓練を採用する
ようになり，旧制高等学校・高等専門学校・大学予科等においては，教練又
は体操という科目名の下，軍事訓練が実施され，配属将校がその指導に当っ
ていた。
　当時の明治大学の教員名簿を見ると，大学・予科・専門部にそれぞれ配属
将校が置かれ，予科・専門部には体操教師という肩書きで将校・下士官が配
属され，実質は軍事訓練が実施されていたようである。学部には体操は無か
ったが，戦況が進んでから教練は必修として置かれるようになっていた。昭
和8年の明大予科学則によれば，専任教員数は教授30，助教授10，体操教
師6とされ，体操教師6名の肩書きには，軍人の階級が付されていること
で，その実態が知られる。
　当時の予科教育は第一種（旧中4年終了）3年，第二種（旧中5年卒）2
年の修業年限で，必修科目中に体操があり，第一種は週2時間×3年，第二
種は週2時間×2年と示されているが，具体的な内容は軍事訓練（教練）で
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あったと思われる。学部には体操科目はなく，教練が必修として在学中課せ
られていた。
　この時代，明治大学では規模拡大・財源拡充のねらいで，新学科・専門部
等の設立が計られたようである。昭和14年の興亜科，昭和19年の明治工専，
女子部の女子専門学校への改組等がみられる。昭和18年に専門部第一部の
中に「体育師範部」（3年制，1学科250名）の開設計画が見られる。設立目
的は「中等学校及ビ青年学校二於ケル銃剣術，射撃，戦場運動，国防訓練科
目ノ教員ノ養成」とあり，興亜科の亜流で，戦時中の教練（軍事訓練）必修
と配属将校・教練教師の不足を補う狙いであったようであるが，不成立とな
っている。
　当時週2時間の教練の外，野外演習が課されており，陸軍の野外演習場
で宿泊を伴う訓練が行われていた。昭和19年に入り，戦況不利の中，全学
年に勤労動員が命ぜられ，授業は全面停止となり，20年8月15日終戦，9
月に入って軍隊や勤労奉仕から戻った学生達の登校が見られ，自然な形で授
業が再開された。
皿．新制大学への移行
　終戦後間もなく，連合軍総司令官マッカーサー元帥が来日，GHQによる
占領政策がすすめられた。司法，立法，行政，産業，経済，教育等すべてに
わたってGHQの意向に従った改変がすすめられ，教育はCIE（民間情報教
育局）の指導の下に急激な改革がすすめられた。
　終戦直後の20年8月24日，文部省は学徒の軍事教育，戦時体錬，学校防
空関係の諸訓練令をすべて廃止し，10月3日には銃剣道，教練を禁止した。
以後翌年6月頃まで数次にわたり通牒を頻発して戦時色の払拭につとめた。
主なものを挙げると，
1．終戦に伴う体錬科教授要項目取扱いに関する通牒（20年11月）
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2，武道の取扱に関する件（20年11月）
3，学校体錬科関係事項の処理徹底に関する件（20年12月）
4．学校校友会運動部の組織運営に関する件（21年6月）
5。秩序・行進・徒手体操実施に関する件（21年6月）
等である。
　以上の通牒の内容を具体的に挙げると，
（1）。昭和19年8月公布の学徒航空適性強化体錬に関する通牒の廃止。
（2）．軍国的色調を盛った教材，たとえば軍艦遊び，兵隊ごっこ，軍艦，兵隊
　さん，魚形水雷，速歩，囲壁乗越，手榴弾投，くろがねの力，勝関，海ゆ
　かば，大日本の歌，愛国行進曲，軍艦行進曲などの削除。
（3）．武道（剣道，柔道，薙刀）の授業禁止，正課外における校友会の武道班
　（部）編成とりやめ。
（4）．徒手体操は要項にかかわらず，授業中主として実施する教材の準備，調
　整，矯正ならびに補助としてこれを実施させ，画一的指導をつとめてさけ
　る。
（5）．学校の内外を問わず，軍事教練的色彩の一掃，すなわち体操，作業など
　を実施する場合の指導態度，指導方法はもとより，その他の場合の集会，
　行進，敬礼，登下校などの方法についても，慣習，伝統などに関わりなく
　軍事的な色彩は即時一掃する。
（6）．教練用銃兵器などの完全処置。
（7）．秩序運動としての命令・号令・指示（気を付け，休め，右（左）向け，
　廻れ右，整頓，番号など）は最少限度に止め，軍事的色彩を伴わず，愉快
　な気持を与えるよう行ない，それ自体を反復訓練してはならない。
（8）．隊列を組んでの行進は，場所を移動する目的で正常歩行進や音楽に合わ
　せて歩行することはよいが，隊列行進それ自体の訓練を目的としてはなら
　ない。
（9）．すべて軍事的な指導態度や口調を一掃する。．
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　以上は，戦時色一掃のための消極的な指示であるが，積極的な指示として
　は次のような項目があげられる。
（1）．器械体操，陸上競技，球技，水泳，雪滑，音楽遊戯などについて生徒に
　選択させ，自発的に実施するよう適当な指導をする。
（2）．指導に当っては生徒の自主能動性を重んじ，特に明朗闊達の気性を振起
　する。
（3）．戦災で失われた体育施設の復旧につとめると共に，校外の自然環境を体
　育的に活用するように指導上工夫する。
（4）．食量増産，戦災復旧の作業を通じ，体育的効果をあげるよう，体育と勤
　労とを緊密に連繋して指導する。
　この間，数次にわたる米国教育使節団の来日があり，その報告書に従って
従来の国粋主義，軍国主義教育は否定され，昭和22年民主主義の理念に基
いた「教育基本法」・「学校教育法」が制定された。6・3・3の初・中等教育，
9年の義務教育が示され，次いで4年制を原則とする高等教育の基本が加え
られた。
lV．新制大学の発足
　昭和22年3月の「教育基本法」と「学校教育法」の公布により，新制大
学の発足となったが，具体的には昭和22年7月大学基準協会の発足により
新制大学の概要が明らかにされた。それは，大学は4年制とし，各2年の
「一般教養教育」と「専門教育」に分け，特徴は「体育」を必修課目とした
ことである。一部の大学は昭和23年度発足となったが，大方の大学は24年
に認可され，その数は178大学に及んだ。
　明治大学は，昭和23年7月25日文部省に「大学設置認可申請書」を提
出，24年2月21日付で認可となり，戦前からの文科系4学部「法・商・政
経・文」と高専から学部へ改組された「工・農」の理科系2学部，計6学
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部で発足することとなった。夜間部は「法・商・政経・文」の4学部と1
年遅れで「工学部」を加えて発足したが，工学部はその後廃止となった。短
期大学は24年10月申請で25年3月認可となったが，昼間部の「女子短期大
学部」が法律科・経済科として残り，夜間部共学の新聞科・社会科は廃止と
なった。
　以上の如き経過で，新制明治大学及び女子短期大学が発足したが，新しく
必修課目として置かれることになった「体育」については，準備の段階から
いろいろな苦労があった。
V．正課体育の第一歩
　明治大学は，「大学設置認可申請書」を提出するに当り，正課体育の教員
スタッフを決定しなければならなかった。前に述べたように，それまで予科
・専門部で体操教師として就任していた教員は，資格審査により教職追放と
なったので，全く新しいメンバーで発足することとなった。
　大学当局は，明大の課外体育（体育会）の監督・OBの中の適任者と，学
外の体育教員有資格者を採用することとし，文部省に教授・助教授の資格審
査を申請した。これによって実技担当教授として北島忠治氏，理論担当教授
として出口林次郎氏（明大OB，厚生省体育課長）と寺沢巖氏（元東京文理
科大教授）が決定した。この他，学内審査で採用されたのが，理論では明大
校医である加藤普佐次郎氏（兼担教授），実技では運動部監督の永松英吉氏
（ボクシング部），滝沢寿雄氏（相撲部），宮坂達雄氏（硬式野球部），和田政
雄氏（ラグビー部OB）と，東京高等師範学校体育科OBである清水瑞秋氏
と筆老佐藤隆であった。以上は，実技担当の専任扱い講師であった。この中
清水氏は就任後間もなく，まだ東京文理科大学生の身分であるということで
退職し，代って高師時代同級であった久々宮（原田）二氏が6月に就任し
た。
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　この他，昭和24年に発足した東京旧制総合9大学の体育研究会に提出さ
れた記録によると，明治大学体育担当教員予定者名簿には，理論担当者とし
て小島三郎氏，手塚悦郎氏，実技担当者として水谷光肚氏（レスリソグ），
上田源太氏（サッカー），林二郎氏（籠球），三本鳴美氏（ワンダーフォーゲ
ル），藤井運平氏（山岳），三上哲夫氏（フェソシソグ），藤生東介氏（庭球），
棚木操氏（遭艇），宮本泰臣氏（卓球），花岡惇氏（アメフト），宮川恒雄氏
（スキー），竹原十五氏（空手），小林定義氏（ホッケー），河津憲太郎氏（水
泳），矢崎猶重氏（スケート），常藤俊雄氏（陸上競技）等監督の方々の氏名
が見られるが，何れも実際には専任者として勤務するに至らなかったようで
ある。
　昭和24年4月には，旧予科生全員及び専門部の希望者が新制大学1・2年
次生に進級・移行し，それと旧制大学制度の学生が併存していた。旧制大学
の最後の卒業は昭和28年であり，この年より名実ともに新制大学となった。
　昭和25年の記録によると，6学部の1年生全員が和泉が丘分校（現在の和
泉校舎）で授業を受けていて，2年以上は駿河台本校，大久保分校（工学
部），東生田分校（農学部）に分かれていた。その後文学部は駿河台に移り，
更に1，2年次生が和泉に移った。
　昭和28年には，新たに経営学部が創設され，生田校舎で授業が開始され
た。その後経営学部は駿河台校舎に移り，昭和34年に1，2年次生が和泉校
舎に移った。又文学部1，2年次生も昭和36年に和泉に移り，駿河台校舎の
正課体育は，法・商・政経・文の4学部の二部と短期大学になった。
W．正課体育教員の身分と組織
　昭和24年発足時，体育教員の身分は確定せず，文部省の資格審査を通っ
た北島教授，出口教授，寺沢教授はそれぞれ学部所属教授として名簿にある
が，他は講師ということで，非常勤名儀であった。大学からは，授業担当の
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ため講師としたが，専任扱いであるとの説明を受けていた。
　翌25年，文部省が専任講師の身分を認めたことにより，26年以降各学部
所属専任教員としての身分が確定し，教授会員として教授会にも出席するよ
うになった。ただ学部教員昇格規則が従来のままであったので，講師から助
教授昇格の途がなく，将来のためには助手採用とすべきとのことで，新採用
は助手からとすることになった。但し昭和30年以降昇格は，助手一専任講
師一助教授一教授の段階を踏むことになったため，教員経歴のある者は専任
講師採用が有利となった。体育教員の初めての昇格は，昭和33年の筆者佐
藤の助教授昇格であり，次年度から条件の整った体育教員の昇格は他教科教
員と差がなくなった。若い明大新卒者を体育専任教員として採用する要望が
あり，他教科の助手補に相当する体育助手の採用が認められ，体育の専門コ
ースのある大学の研究科，専攻科，大学院を修了することで，正規の助手一
専任講師の途も開かれた。
　体育教員の学部所属は，昭和24年度は寺沢教授の法学部，出口教授の商
学部，北島教授の政経学部が決定していたが，他の教員は確定せず，26年
度頃から各学部でそれぞれに伝えられて，教授会に出席するようになった。
田，事務機構
　事務は，始めは体育研究室として24年4月から駿河台校舎本館地下1階
にあった。間もなく体育事務室となり，所管事項は正課体育全般についてで
あった。事務長は矢部秀男氏，嘱託として小川進氏（何れも相撲部OB）が
勤務されていた。昭和29年に体育課が創設され，体育事務室は廃止になっ
た。新体育課の所管事務は，正課・課外体育両方の事務で，初代課長は葉山
三郎氏である。後に昭和34年，保健体育事務の内，正課体育に関する所管
事項は各学部事務室・教務部に移管し，体育課は学生部の課外体育事務所管
となった。
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皿．研究・学会出張・留学等
　体育専任教員の身分・所属の扱いが明確になったことで，次いで研究活動
の問題が生じた。教員は専門領域の研究が任務であるが，明大には体育学に
関する研究の設備・図書・研究室等は無く，学会出張等も公式には認められ
ていなかった。これ等を他教科担当教員と同様に認めて貰うために屡々大学
当局に交渉し，順次認められるようになった。
　和泉校舎の教養課程の専任教員が，紀要として最初に研究発表したのは，
昭和28年刊行の「ドイツ文学特集」である。次いで英文学，日本文学，哲
学の研究論文集が刊行された。昭和34年には，新たに人文科学研究所が発
足し，翌35年に「明大和泉研究室紀要」が刊行された。体育担当教員は，
この研究所組織に入ることが出来ず，独自に大学当局と交渉の結果，各年度
20万円の予算で「明大体育研究」を刊行することとなり，33，34年度に1・
2号を刊行した。35年度からは人文科学研究所々員となり，論文集も「明大
和泉研究室紀要」と併合した。後に和泉校舎以外の教養科目担当教員も加わ
って，「明治大学教養論集」として今日に至っている。
P（．大学正課体育研究の組織
　昭和24年新制大学発足により，正課必修となった「体育科目」の在り方
については，各大学は手探りの状態から出発した。東京所在の旧制総合大学
9校が，慶応大学の呼び掛けで「旧制総合9大学体育研究会」を発足させた
のは，正課必修の体育科目の在り方を見出すためであった。第1回会合は
昭和24年9月27日，ラジオ東京で懇談会を開催した。CIEのニューフエル
ド氏を招き，慶・法・立・日・中・早（欠席，明・専・東）の代表が集って
協議し，研究会を結成した。
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　結成総会は11月28日，慶応三田校舎で9大学参加で開催した。以後屡々
会合を持ち，各大学の現況報告，意見交換等を行ったが，この間文部省が
25年以降「全国大学体育指導者研究集会」を毎年開催し，正課体育の在り
方について研究協議をすすめ，又参加大学全体が加盟する「全国大学体育研
究協議会」を結成したことで，明治大学が当番校の年度を以て「東京総合
9大学体育研究会」は解散することとなった。
　「全国大学体育研究協議会」は，その後文部省主催の研究集会が中止にな
ってからも，「全国大学保健体育研究協議会」，「全国大学体育連合」と名称
を変えて今日に至っている。
　昭和24年9月27日のラジオ東京での懇談会の議事録によると，出席各大
学の体育実技実施の報告は，次のようである。
法政大学一毎週1指導老4時間の平均にて，5月より10月まで実施，今学
期を終る。
早稲田大学一9月より11月末日迄に1単位をとらせ，次の1単位は来年と
らせる。日曜日はハイキングをやらせる。
中央大学一10月より実施，昼間火・金1時より5時まで，毎週20種目実施
の予定。夜間部は毎日1時間単位で実施，日曜日はハイキングを実施。
立教大学一毎週2時間，15種目，4月16日より9月末日までコンスタソト
に実施，2時間衛生講義，後2時間自由選択，後2時間やらせる。
日本大一10月より実施，大体9種目の予定。
　以上大変苦労していることが知られる。
ニューフエルド氏の意見。
（1）．体育実技は毎週入れないと，学科の中から除外される（アメリカの例）
から，毎週実施することが望ましい。
（2）．或る特定の種目で評価することは無理だ。我々の例では水泳会員姿勢全
体的慣能的なもの（記録が直訳したもののようで，意味不明）を全員に実施
している。その他それぞれの種目の方で或る規準をきめて評価することが望
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ましい。
（3）．出席と登録がきっちりしなくてはいけない。全一年の総数をはっきりつ
かみ，その全員に実施する。
（4）．定員以上の希望者は外へまわし，そのため出席しない者はどしどし落と
すべきだ。我々の科目が尊敬を得るためには，強くひきしめどしどしやらね
ばならぬ。
（5）．ABCDという成績よりも，及落のみの成績にしては如何。
（6）．体力テスト，出席，採点，施設，プログラムの各面に委員を定め，委員
会をもっては如何。
（7）．この研究会は，総合大学としての東京6大学に専修，日大，中央を入
れて9大学とし，今後正課体育の在り方について研究協議をする。
　以上の如き議事録がある。この後，明治大学から研究会に提出された昭和
24年度正課体育実施内容は，次の如くである。
e．実技
　適性検査の結果，その判定がA級，B級の老は，籠球・排球・野球（軟
式）・水泳・スケート・体操・相撲・陸上競技・ワソダーフォーゲル・登山
　ラグビー・サッカー・ホヅケー・空手・ボクシング・レスリング・卓球・
庭球・バドミントン・フェソシング・漕艇・送球・アメリカンフットボール
等の各部に正科部員として所属し，実技の修得を完了することを原則とする。
C級の者は女子の適用種目の送球・山岳・排球・籠球・ソフトボール・庭球
・水泳・スキー・スケート・ワソダーフォーゲル・体操・卓球のうち，特に
体操を中心に体力の保健的向上に役立てんと企図実施中なり。D級の者は
実技見学を実施し，レポートを提出せしめる。
（⇒．学科
（1）．保健衛生…小島三郎，北浜章，手塚悦朗，加藤普佐次郎。
12　明治大学教養論集　通巻333号（2000・3）
　（2）．体育理論…出口林次郎（一部），寺沢巖（二部）。
日．事務機構（体育研究室）
実技専任教授　北島忠治
事務長　　　　矢部秀男
所管事項　①企画　②連絡　③研究 ④その他の体育事項。
　更に昭和25年度に大学体育研究会に提出された体育実技各規準内容に関
する報告は，次の如くである。
1．体育施設用具について
　規準・内容　適。
　感想…施設についてはデータ記載の分の不備ある場合は，体育予算を勘考
　して，可能的範囲に於て拡大強化を図る事，用具については，個人負担の
　可否，自由販売の現況なれば，広い意味の質の研究に重点をおくべきでは
　ないかと思惟す。
2．運動適性規準について，
　規準・内容　適。
　遠投，懸垂，走巾跳，百米，千米。
　体育カード…24年度に施行す。
3．講義内容について，
　規準・内容　適。
　感想…一応講義を体育理論と保健衛生に二分した場合，保健衛生に重点を
　おくを可とす。
4．採点規準について，
　規準・内容　適。
　出席時間に重点をおき，その他採点規準の標示に基づき採点す。
　感想…実技採点は現況に於ては適とするも正課体育の理想とする“スポー
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ッを通しての体育。のレベルまで昂揚すべきを企図するものと思考す。以
上事務長記。
X．発足時の授業内容
　昭和24年4月，旧制予科，専門部から新制への移籍学生と，新入学生と
によって，新制大学正課体育がスタートしたが，施設・用具・教員の不足，
各学部各学年の教科課程の未確定で，定期的な授業は実施出来なかった。混
乱の中で体育授業として実施された内容は，以下のとおりである。
1．講義…大教室を使用し，各学部1学年を数クラス単位で編成して講義を
実施，筆記試験，レポート提出で前後期2単位を修得させた。内容は体育
理論・保健理論各1単位である。
2，実技…各学部1学年全クラスは数クラス単位で，校庭・グランド・体育
館・屋上等を利用して合同体操等を実施し，前期15週，後期15週，計60時
間の授業と，身体検査・体力テスト・講義（レポート提出）等で2単位を
認定。他に日曜体育，野外コース，試合見学等の認定時数で補充することが
出来た。運動部の依託部員制度もあり，年度末に提出される部長，監督の活
動報告書により単位が認定された。
　昭和26年度ぐらいから時間割編成が確立し，各学部，各クラス単位で実
技時間割を編成し，数クラス同一時間で種目別授業を行うようになってき
た。施設・指導者の関係もあって，受講者の希望を充分にかなえることが出
来ず，4月始めの申込み受付けは混乱を生じた。申込み日前夜から学生が学
内に泊り込み，校庭で焚き火をして騒ぐ等の事態となり，警察からの警告が
あって，爾後抽せんによる受付けが暫く続いた。
　野外コース又は自然コースと称し，日帰りの近郊ハイキソグ，宿泊を伴う
ワソダーフォーゲル，キャソピソグ，登山訓練，海浜水泳訓練等が実施され
た。規模により認定時数が異るが，日帰りで最高6時間，宿泊を伴うもの
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で5泊6日程度で1単位とされた。日曜体育は大体半日で4時間，試合見
学もレポート提出を加えて4時間を認定されることが多かった。
3．体育実技費，ユニフォーム…正課体育は新制大学にとって，大きな経済
的負担になった。特に施設・用具等の面では戦時中壊滅的な打撃を受けたの
で，その補充は困難を極めた。文部省主催の全国大学体育研究集会や，東京
9大学体育研究会において，経費の問題について話し合われ，解決策として
授業料に加えて体育受講生から体育実技費を徴集することについて話し合い
が行われ，多くの私立大学がこれに賛同することとなった。
　明治大学においても，昭和25年度からこれを徴集することになり，入学
時250円を授業料に加えて納付することとなった。これは用具購入，日曜体
育や野外コース等の交通費補助等に当てる予算として使用されたが，物価の
上昇に伴い，500円→1000円と増額された。昭和38年の入学案内によると，
体育実技費は一部1000円，二部400円，短大200円となっている。
　昭和40年度以降，教員の増員，体育施設の充実等により，学外での実技
コースが減ったことに伴い，実技費の予算に余裕が出来たことから，研究室
の実験器具等購入に当てられるようになった。高額の実験器具等の購入も認
められたが，実技費の使途としては不適当ではないかとの意向もあって，
48年度以降体育実技費の名目では徴集しないことになり，授業料の中に含
められることになった。
　昭和27・28年頃，実技受講生の服装が問題になった。物不足もあったが，
復員兵の入学者が多く，軍服のままで受講するものがあって，統制がとり難
かった。学内の買店を使って，体育実技用上下白のトレーニソグ用シャツ・
パンッを指定したが，なかなか揃わず，2年程で運動に適する服装であれば
可ということで指定を外した。又日曜体育として八幡山グラソドで実技を実
施したが，往復の交通費が受講生の負担になるということで，体育実技予算
の中から交通費を支給したが，手続きが繁雑であり，日曜体育も中止するこ
とになって，野外コースの補助と共に，支給は2年程で終った。
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4．昭和40年代の実技履修…繁雑を極めた体育実技科目の履修は，40年代に
入って学内体育施設の充実，教員の増員，各学部カリキュラムの整理等によ
って単純化された。1年次は1年間学内施設を使って指定種目を受講し，2
年次は前後期何れかに種目選択授業を受講することで単位を取得出来ること
になった。1年次は毎週2時間，年30週60時間で1単位，2年次は毎週2時
間15週30時間で1単位，計90時間2単位の履修である。
　時間割に編成された授業の外に，従来の日曜体育，休暇時の集中授業・野
外コース等が実施された。野外コースは5泊6日程度で実施されることが
多く，認定時数は30時間，2年次の単位として実施された。夏季休暇中に実
施されるものは，登山（上高地，白馬連峰等），海浜水泳訓練（伊豆・三浦
海岸，千葉富津海岸等），冬季休暇中にスキー（黒菱，草津，蔵王，山田温
泉，志賀高原等），スケート（蓼科湖等）が実施された。
　その後，費用のかかりすぎ，実施場所選択の混乱等で一時廃止されたが，
二部体育実技の時間編成の困難や，施設の不足等から二部だけが再開され，
更に選択種目として適当であるということで，スキー・スケート・キャンプ
等が一部でも再開されて今日に至っている。
X【．施設について
1．駿河台校舎の体育施設
　昭和24年，正課体育発足時の明治大学の体育施設は不充分なものであっ
た。駿河台校舎は戦災を免れたこともあって，旧本館の地下に地下道場（柔
道場，相撲道場，ボクシング場，空手・剣道・重量挙等共同使用のフロアー
等）と，更にその下の階に4コースのプールがあり，4階にバスケットボー
ル，バレーボール，バドミントソ，フェンシソグ部等が利用していたフロア
ーがあった。更に小川町校舎には柔道場を移設し，正課でも使用出来るよう
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になった。その他昭和30年頃，旧8号館屋上にゴルフ練習場を設け，二部
実技授業で使用した。駿河台校舎の体育施設は本来体育会各部の練習場であ
ったので，二部体育実技での使用には，制限があった。日曜休日を利用し
て，和泉校舎・八幡山グランドでの日曜体育，夏季・冬季の自然コース等
は，各学部の一部（昼間部）が実施を中止した時期も継続していた。
　1990年代に入り，駿河台校舎本館は取り壊され，’98年に旧記念館本館部
分にリバティータワーが竣工した。旧体育館部分は現在工事中で，図書館が
建設される予定である。体育施設はタワーの地下2・3階にフロアーがある
だけで，縮少されたことになり，残念である。
2．和泉校舎の体育施設
　和泉校舎は，戦前陸軍の兵器廠，火薬庫，高射砲陣地等として使われた地
域で，昭和8年に払い下げを受け，予科の校舎として使用していたもので
ある。昭和19，20年に再び軍隊が入り，学生は勤労動員で授業は行われず，
休講の状態であった。終戦後，授業が再開され，軍事施設は体育施設に変容
した。野球場は内のりで神宮球場と全く同様の広さがあり，野球部が使用し
ていた。正課体育では，部の練習に支障のない時間に授業を実施していた。
正門を入ってすぐ右側に道場があり，左右に剣道場と柔道場，奥にボクシン
グ，相撲，空手，弓道等の道場があった。正門の左手に1号館があり，裏
手に校庭があって，体育の授業でソフトボール，サッカー，ラグビー等を行
っていた。サッカーやラグビーは八幡山に合宿所とグラソドがあったので，
和泉の校庭は正課体育専用の形で使用していた。
　昭和31年，和泉野球場に隣接して和泉体育館が竣工した。屋内体育館が
無く支障の多かった体育実技授業が大いに改革された。従来の学校体育館は，
1フロアーのものが多かったが，新体育館は正課体育実施に便利な種目別フ
ロアーを多くした。1階に事務室，教員室，用具室，講義室，測定室，映写
器材室，フィルム現像室，ボクシング室，重量挙げ室等，2階は剣道場，柔
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道場，卓球場，女子ダンスフロアー，3階がホールでバスケットボール，バ
レーボール，バドミントン，器械体操の設備があった。当時正課体育用施設
としては画期的なもので，全国の多くの大学から視察・見学者が来られた。
平成7年，現体育館が完成し，旧体育館は現在ゼミ室等に改装，陣用され
ている。
　北東側グラソドは，昭和35年に所有者である安田火災海上から借用，39
年に買収した施設である。野球場，テニスコート，バレーコート等があり正
課体育で優先的に使用することが出来た。新体育館は，この安田グランドの
テニスコート・バレーコート，研修館の敷地を利用して建てられ，地上3
階で従来の体育館より各フロアーの規模が広く，温水プール，コンディショ
ニソグルーム等の設備が整っているのが特徴である。
3．生田校舎の体育施設
　生田校舎は，戦時中陸軍の施設で，体育施設としては不充分であった。そ
の後グラソドの拡大，馬場・プール等の建設があり，昭和35年には体育教
室が竣工して体育実技の実施に支障のないようになった。
皿．定年規則について
　専任体育教員の定年については，特別の扱いがあった。新制大学になっ
て，昭和32年に定年規則が制定された。この定年規則によると，一般教科
の専任大学教員の定年が65才であるのに対して，体育実技担当の教員は55
才であった。事務職員や一般現業員が60才であるのに，体育実技教員が55
才であることについて説明を求めたところ，筋肉労働を主とする現業員の定
年が55才であり，実技担当教員はそれに当ると考えるという説明があった。
この扱いについて，その不当性を大学当局に申し入れたところ，将来研究業
積を積んで，助教授・教授に昇格の際に講義担当の可否について審査し，適
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格で昇格すれば，この条項から外れることになるとの説明があった。実際に
翌33年筆者佐藤の助教授への昇格審査は，担当科目体育理論及び実技とさ
れ，定年は65才と判定された。又，35年度に北島教授は，昭和24年度新制
大学発足時に文部省の教授審査に合格した際，担当科目は体育実技となって
いたため，明治大学では定年規則の経過措置として59才で定年退職になっ
た。
　以上の経過から，体育専任教員が他教科の専任教員と同じ定年規則の適用
を受けるため，助教授昇格審査は理論担当の条項を加えることを条件とする
ようになった。
　定年制規則はその後昭和60年の改正で，大学教員70才，高中教員及び事
務職員65才，現業60才となり，体育実技担当教員の条項は消えて，今日に
至っている。
皿．学部所属・担当時数等について
　保健体育科目担当の専任教員は，24年発足当初，少人数のため担当時数
は各人30時間を超える状態であった。その後充足が進み，各学部専任教員
数は2～4名程度となり，兼任講師の採用も応分に認められるようになっ
て，担当時数は他教科教員と差がなくなった。各学部の体育教員人事につい
て，昭和40年度当時の教務部長との話し合いの記録で，当時の状況を伺い
知ることができる。
　昭和40年3月9日：宗京教務部長との話し合いの記録。
①明大では専任講師以下の任用においては，実技担当として採用している
ので，講義を担当するためには学部を通じ学部長会議（科目担当審査委）に
かけて承認を得なければならない。
②教員配置の件は，各学部2人の線が出ているが，経営学部が1人だけ
を主張しているので，農学部黒田助教授を移すことで済ませたい。又法学部
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は峯重講師の助教授昇格で済ませたい。
即．保健体育科目の現況
　1995年（平成7年）のカリキュラム改訂により，保健体育科目の4単位
を卒業に必要な条件とするか否かは，各大学の考えに任されることになっ
た。明治大学では，これまでの実績をふまえ，従来の必修・選択の単位数を
生かし，学部別に「履修要項」を作製，今日に至っている。各学部便覧によ
る履修案内により，その概要を示す。
A．法学部・・一部は保健体育科目群として，基礎運動実習（実技）1年次前
後期2単位必修となっている。他に自由選択科目として，2・3・4年次に
半期1単位のスポーツ実習及び健康・運動科学（半期2単位・理論）が組
まれている。二部も授業科目は一部と同様であるが，基礎運動実習（実技
2単位）と健康・運動科学（理論2単位）は選択必修である。
B。商学部…保健体育科目の履修については，一・二部共通である。体育
　スポーッ実習は1，2，3年次に組まれ，1年次の2単位は必修となってい
る。その他の実習及び講義は任意選択科目の単位として換算される。
C．政経学部…一・二部共，健康・運動科学として組まれ，一部は1年次
の演習1（2単位）が必修である。2年次は理論1（2単位）又は演習IA，
演習ll　B（何れも実技2単位）を選択必修としている。二部は1年次に演習
又は理論のどちらか1科目を選択必修（各：2単位）としている。
D．文学部…一部は1年次に保健体育学概論を2単位，及び体育運動学1
（実技）を2単位，計4単位を修得しなければならない。二部は1年次に保
健体育学概論2単位，体育運動学（実技）2単位のうち，どちらか2単位を
選択して修得しなければならない。なお，教職課程を履修する場合は，体育
運動学を選択すること。なお体育運動学は授業形態により，A…学内授業
（通年），B…学内授業（前期）と学外集中授業（夏期），C…学内授業（後期）
20　明治大学教養論集　通巻333号（2000・3）
と学外集中授業（春期）に分かれている。
E．理工学部…必修科目として，健康・スポーッ学1・11がそれぞれ1年
次前後期に置かれ，各2単位認定される。スポーツ実習A・Bは2～4年次
に選択科目として設置され，各年次前期にスポーツ実習A，後期にスポー
ッ実習Bとして種々のスポーッが開講される。夏季及び冬季の休暇中に行
われるシーズソスポーッもこれに含まれ，取得単位2単位まで卒業単位に
含めることができる。
F．農学部…スポーッ実習1（1年次必修・2単位），スポーッ実習1・皿1
（2・3年次半期・短期集中），講義（1～4年次），以上から3単位必修。卒
業要件に認められる単位数6とされている。
G．経営学部…体育実技（2単位）は1年次の必修科目である。選択体育実
技1（2単位）及び選択体育実技皿（1単位）は2～4年次に開設され，自
由履修の科目の単位として算入される。関連講義科目は「スポーッ・レジャ
ー・ 激Nリエーション論」，「現代社会とスポーッ」，「トレーニングの科学」，
「健康科学」等の標題で，教養科目群（2～4単位）として扱われている。
H．短期大学…従来は理論・実技各1単位が卒業条件として必修単位であ
ったが，現在は健康科学，体育科学（1年次各半期2単位）から1科目選択
必修，実技Ia（1年次半期1単位），実技Ib（1年次短期集中1単位）か
ら1科目選択必修，実技1（2年次半期1単位）は選択，となっている。
xv．保健体育科目専任教員人事記録
　昭和24年～平成11年
　　（1949年～1999年）
○法学部
　寺沢　巖　昭24教授（理論）一昭25退職
　宮坂達雄　昭24専講一昭26退職
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　加藤普佐次郎　昭25兼担教授（理論）一昭41退職
　峯重新二郎　昭28助手一昭36専講一昭41助教一昭44退職
　村山（森谷）鉄次郎　昭31助手一昭36専講i一昭42助教一昭54教授一平10退職
　平川信夫　昭45専講一昭49助教一昭54教授一現
　山口政信　昭55専講一昭57助教一昭62教授一現
　多田　聡　平11専講一現
○商学部
　出口林次郎　昭24教授（理論）一昭40退職
　和田政雄　昭24専講一昭34助教一昭43教授一昭60退職・死亡
　佐藤　隆　昭24専講一昭33助教一昭43教授一平6退職
　寺島善一　昭49専講一昭54助教一昭59教授一現
　桑森真介　昭57助手一昭59専講一昭63助教一一平7教授一現
　長尾　進　平5助手一平6専講一平9助教一現
○政経学部
　北島忠治　昭24教授（実技）一昭35退職一平7死亡
　増田靖夫　昭25専講一昭39助教一昭44教授一平8退職
　斉藤雅夫　昭29専講一昭40助教一昭45教授一昭53死亡・退職
　鈴木文夫　昭26助手一昭34専講一昭41助教一昭42退職
　星野隆助　昭49助教一昭54教授一現
　高岡亨昭54助教一昭56教授一現
　岩波　力　昭59専講一平1助教一平7教授一現
　春日井淳夫平8専講一現
○文学部
　久々宮（原田）二昭24専講一昭35助教一昭43教授一平6退職
　水谷光牡　昭29専講一昭34助教一昭43教授一昭61退職
　勝亦房枝　昭43専講一昭44助教一昭51教授一平2退職
　員柄浩昭61助教一平5教授一現
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　田村道子　平2助教一平11教授一現
　水村信二　平6専講一現
○理工学部
　永松英吉　昭24専講i一昭34助教一昭43教授一昭60退職
　山本邦夫　昭28助手一昭34専講i一昭41助教一昭42退職
　長谷川宏一　昭43専講一昭48助教一昭56教授一現
　梶原道明　昭61専講一平4助教一現
○農学部
　滝沢寿雄　昭24専講一昭34助教一昭43教授一昭60退職
　黒田信寛　昭30専講一昭40助教一昭40経営学部へ
　笠原　茂　昭31助手一昭35専講一昭42助教一昭50教授一平2死亡・退職
　多賀恒雄　昭59助手一昭61専講一平2助教一平9教授一現
　加納明彦　平5専講一一平9助教一現
○経営学部
　黒田信寛　昭40農学部より移籍一昭44教授一平9退職
　手塚政孝　昭48専講一昭49助教一昭54教授一現
　星野敏男　昭53助手一昭55専講一昭59助教一平2教授一現
　田中充洋　平9助教一現
　鈴井正敏（健康科学）　昭61助手一平1専講一平4助教一一平10教授一現
○短期大学
　出口林次郎　昭26商・教授兼担（理論・実技）一昭40退職
　　昭30以降，専任者を置かず，商専任教員が兼担，昭45～65文専任・勝
　　亦房枝も兼担
盟．おわりに
資料不足のため不明の点が多く，残念であった。又関係教員人事記録で
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は，兼任講師について調査したが，余りにも多人数であり，不明確な点が多
いので，記載できなかった。又同様に事務職員についてもまとめることが出
来ず，不充分な結果に終った。今後関係者による再調査，整理，訂正を期待
する。
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